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1. 研究背景と目的 

日本は現在超高齢化社会を迎えており[1]、平成 25

年度の総務省の統計調査では高齢化率が 25.1%に達

し、孤独死の増加や認知症患者の増加、買い物難民

の増加などが発生している。これらの課題を、高齢者と

地域の住民とのコミュニケーションを支援しながら解決

していく必要がある[2]。 

日本における認知症患者の割合（10%）は、先進諸国

の割合（4-5%）よりも高い値であり、日本の認知症患者

は、アルツハイマー型認知症患者が大部分を占めてい

る（50-75%）[3]。アルツハイマー型認知症は、初期症状

として Instrumental Activity of Daily Living（IADL：手段

的日常生活動作）機能の低下や生活リズムの乱れが見

られる。これらの症状は、早期発見を行い適切な治療を

行うことで、進行を防止できると報告されている[4]。しか

し、アルツハイマー型認知症の症状は緩やかに進行す

るため早期発見が難しい。 

我々の研究グループでは、近年における高齢者の

情報機器の保有率やインターネットの利用率の増加に

着目し、高齢者が利用する情報機器の利用記録から

IADL 機能の低下や生活リズムの乱れを定量的、客観

的、非侵襲的に評価する新たな認知症評価尺度の確

立を目指している。本研究の目的は、高齢者のコミュニ

ケーション支援を行い、高齢者の生活リズムと関係する

情報端末の利用記録を正しく収集できる情報システム

の開発と評価である。この実証実験を、2014 年より開始

した。 

2. 実証実験の概要と現状 

高齢者向けの情報システム I-ReCSS を用いて、2014

年 2月より、宮城県の「あすと長町プレハブ仮設住宅」と

「岩沼市里の杜仮設住宅」の 2 つの地域で実証実験を

開始した。この実証実験では、実際に高齢者に

I-ReCSS を利用してもらい、高齢者のコミュニケーション

支援を行いながら、情報端末の利用記録として、起床

時刻や外出の報告をしてもらっている。現在、実証実験

開始から 300日以上が経過し、高齢者の情報端末の利

用記録の収集が進んでいる。そのため利用記録の中で

も、起床時刻に着目した解析を進めている。 

3. 高齢者向け情報システム I-ReCSS の概要と評価 

I-ReCSS は、3 階層モデルに基づいたクライアントサ

ーバシステムで、見守り活動を通じてコミュニケーション

支援を行いながら、高齢者の生活リズムと関係する、タ

ブレット端末の利用記録を収集している。この利用記録

から、IADL 機能の評価や生活リズムの乱れに関する解

析を行うためには、高齢者の長期的な端末利用が必要

である。そこで、I-ReCSS では高齢者に端末の利用を

促すために、見守り活動支援機能を実装している。 

今後 I-ReCSSに求められていることは、高齢者にタブ

レット端末をより長期的に利用してもらうために、買い物

支援機能やテレビ電話機能などのコミュニケーション支

援機能を追加することである。しかし、現状の I-ReCSS

は、システムの構成要素の相互依存性が高く、機能追

加に対する柔軟性が低い。そこで、I-ReCSS よりもスケ

ーラビリティが高く、容易に機能の追加や変更ができる

新たなシステムが必要である。 

4. まとめと今後の課題 

現在、高齢者向け情報システム I-ReCSS を用いた実

証実験を「あすと長町プレハブ仮設住宅」と「岩沼市里

の杜仮設住宅」の 2 つの地域で行っている。実験開始

から 300 日以上が経過し、それに伴って高齢者のタブ

レット端末の利用記録の収集が進んでおり、起床時刻

に着目した生活リズムの乱れの検知をするための解析

も同時進行で行っている。一方で、I-ReCSS の機能拡

張に対する柔軟性の低さも明らかになり、今後は

I-ReCSS にスケーラビリティを持たせた I-ReCSS2 の開

発を進めていく。 
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